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1. はじめに 

	 近年，SNS などの Web サイトで 1 分〜3 分程度

の動画が増えている．スマートフォンが普及し

たことにより，手軽に動画を視聴できるように

なったことと，誰もが簡単に動画を撮影できる

ようになったことが要因だと考える．Web サイト

では動画を活用した様々な動画教材のコンテン

ツも増えている［1］．このような動画の普及に

より，今後，教員が教材用の動画をつくり，授

業や自主学習の教材として利用することが増え

ると予想される．	

	 しかし，教員は動画制作について学んでいる

わけではない．そのため，何も支援なしに教員

が独学で動画制作をおこなうのは敷居が高い．	

	 本研究では，教員が動画教材を制作する際の

撮影作業において，適切なカメラワークを用い

た撮影を支援する電子教材を開発する．	

	 具体的なアプローチとしては，動画制作初心

者の教員が失敗しやすい点や，実際の動画教材

で良く使われているカメラワークを分析し，そ

れらをレシピ集としてまとめる．	

	

2. カメラワーク 

	 撮影時にカメラを動かしながら撮影する方法

をカメラワークという[2]．下記に，カメラワー

クの分類を示す(表 1)．また，カメラを動かさず

に固定の画角で撮影する方法をフィックスショ

ットという．	
表	1	カメラワークの種類	

	

	

3. 教員が制作した動画教材の分析	

	 2017年7,8月に筆者らの所属する大学で行われ

た教員免許状更新講習において，小・中・高の

教員に対して動画教材制作の取り組みをおこな

った．その際に教員が撮影した映像を分析する．	

	 分析した映像は 18 本である．分析の結果，フ

ィックスショットで人を映すときに画面から頭

の上の空間が空きすぎている(図 1,2 左)，頭が

切れている(図 1,2 右)，画角における被写体の

バランスが悪い映像が 18 本中 9 本，ズームイン

がカメラワーク中に急に速くなる，パンが途中

で止まってしまうなど，カメラワークがうまく

できていない映像が 18 本中 5 本あった．	

	
図	1	良い画角の例	

	
図	2	悪い画角の例	

	

	 分析結果から，動画制作初心者は，撮影にお

ける基礎的な知識がないため，画角における被

写体のバランスが悪く，カメラワーク時にカメ

ラの適切な動かし方がわからないことがわかっ

た．	

	

4. 動画教材のカメラワークのパターン化 

4.1 既存の動画教材のカメラワークの分析 

	 動画教材で多く使われるカメラワークや画角

を分析するため，インターネット上で教育用素

材を提供している NHK	for	School［3］や動画共

有サイト（YouTube）［4］に公開されている動

画教材を計 24 本分析した．分析方法としては，

カットごとに時系列でコーディングシートにま

ズームイン	 映像を拡大する	

ズームアウト	 映像を縮小する	

パン	 左から右へ動かす	

逆パン	 右から左へ動かす	

ティルトアップ	 下から上に動かす	

ティルトダウン	 上から下に動かす	
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とめた．コーディングシートの項目は「教科」

「タイトル」「カメラワーク」「カット」「使

われている画角（画像）」とした．	

	 動画教材のカメラワークを分析した結果，324

カット中，フィックスショットが 225 カット，カ

メラワークが 77 カット，その他（テロップ，静

止画などを利用）が 22 カットであった．	

4.2 カメラワークのパターン化 

	 収集した 77 カットのカメラワークが，どのよ

うな効果で使われているのかを分類し，パター

ン化した．	

	 例えば，リレーのシーンで，「走る人を追う」

ためにパンが使われている場合，「動きを追う」

というパターンに分類した．このようにカメラ

ワークを分類した結果，16 種類のカメラワーク

のパターンを作成した．このパターンから，動

画教材で特に使われることが多いカメラワーク

を抽出し，電子教材にまとめる．	
表	2	カメラワークのパターン一覧	

1 動きを追う 9 動作をさせている物 
2 動きを⾒せる 10 動作を⾒せる 
3 演奏している 11 ⽐較 
4 組み⽴てる 12 ⼈を追う 
5 ⼯作している 13 ⾵景を⾒せる 
6 集団を⾒せる 14 ⽬線になる 
7 説明する 15 物を⾒せる 
8 注⽬させる 16 物を乗せる 

 

5. カメラワーク・レシピ集の開発 

	 前節で述べたカメラワークのパターンに基づ

き，カメラワークのレシピを集めた電子教材を

開発した．電子教材は大まかに「カメラワーク

の基礎」と「カメラワークの応用」から構成さ

れる．各ページの目次を示す(表 3)．	

5.1 カメラワークの基礎 

	 カメラワークの基礎(図 3)では，映像制作の知

識がない教員がカメラワークについて理解でき

るよ	
表	3	各ページの目次	

カメラワークの基礎	 カメラワークの応用	

1 フィックス	 1 手に持っている物の紹介	

2 ズームイン	 2 横に長さのある物の紹介	

3 ズームアウト	 3 動物を発見する	

4 パン	 4 容器の中身を見せる	

5 ティルトアップ	 5 ボールを蹴る	

6 ティルトダウン	 6 走る人を追いかける	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

7 手の動きを追う	

8 量を比較する	

9 見た目を比較する	

10 距離を見せる	

11 場所の紹介をする	

12 道具の紹介をする	

13 黒板に文字（図）を書く	

14 筆で文字（絵）をかく	

15 工作している手元を見せる	

16 物を組み立てる	

うにした．基本的なカメラワークの種類と，人

や物をそれぞれ撮影するときの画角など，カメ

ラワークの基礎をまとめている．視覚的にわか

るように参考映像や画像を使って説明するよう

にしている．	

	
図	3	カメラワークの基本のレイアウト	

5.2	 カメラワークの応用	

	 カメラワークの応用(図 4)では，動画教材を制

作する教員が，カメラワークを選択しやすいよ

う，撮影対象やカメラワークのねらいをタイト

ルにした．カメラワークの基礎と同様に参考映

像や例を載せることにより，視覚的にイメージ

がわきやすいようにした．

	
図	4	カメラワークの応用のレイアウト	

6. 今後の課題 

	本研究で制作した電子教材は，来年度に筆者ら

が所属する大学で行われる教員免許状講習の講

座で活用する予定である．その結果をもとにコ

ンテンツの拡充や改善を行う予定である．	 	
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